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６月から8月にかけて、本郷中央地区高齢者等定期訪問事業（以下定期訪問事業）のブロック会に参加させていていただきました。今回は、そのお礼とともに報告をさせていただきたいと思います。
＜本郷中央地区高齢者等定期訪問事業とは？＞

本郷中央地区高齢者等定期訪問事業は、独り暮らしや高齢のご夫婦だけで生活している方、家族と同居していても、昼間はひとりで生活している方等を対象にしています。民生委員や友愛活動推進員、継続推進員（民生委員や友愛活動推進員を離任しても継続して見守り活動をしてくださる方）が、分担して担当の地区（ブロック）を訪問したり、サロン等で安否の確認をする形で見守りをされています。

今回、感じたのは、この事業で見守り活動をされている方々の地域を見守る強くて暖かい気持ちでした。

新しく民生委員になられた方のお話です。着任されたばかりですから、前任の民生委員さんから引継ぎを受けるだけではなく、「実際におひとりお一人とお会いすることが大切！」と自治会長さんにお願いし、敬老の集いのご案内状を一軒一軒たずねて回ることを許可していただいたとのことでした。まさに、顔の見える関係づくりの実践！
また、サロンやミニデイサービスを回って先ずは自分の事を知ってもらおうと小まめに足を運んだり、介護保険の利用者さんであればケアマネジャーと連絡を取り合ったりという報告もありました。これは、チームでの見守り活動の実践！とそれぞれのエピソードに「地域の底力」を感じました。
また、今回の会議では友愛活動推進員の代表と副代表の方が出席され、「福祉はヒューマニズムそして人間愛！」を力強く語っておられたのも印象的でした。

＜見守りの輪を広げて＞

定期訪問事業は、地域で誰もがお互いを気遣いあって暮らすことを促していく、大切な活動だと感じています。今回、訪問されている方々のさまざまな体験を伺い、このような活動だけではなく、普段からのご近所同士のご挨拶から始まる、誰でもできる見守りがあることを改めて感じました。「お隣の雨戸が何日も閉まっていないか？」「ご近所の郵便受けが、新聞などの郵便物でいっぱいになってないか？」「毎朝、犬の散歩中に挨拶するあの人は今日も元気に散歩しているか？」などなど。普段の生活の中でも、お互いがお互いを気にかけることで、見守りの輪が拡がることを知りました。私たちも自分の生活の中のちょっとした場面で、皆様と同じように実践していきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　
次回は、上郷西地区の地域活動の取り組みをご紹介する予定です！








